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ユネスコの世界無形遺産にも登録されている文楽は、世界に誇る日本の伝統芸能。来

年2月、赤坂区民センター区民ホールで開催される『人形浄瑠璃 文楽 伝統を受け継

ぐ～曽根崎心中 其の壱』にご登場くださる文楽人形遣いの桐竹勘十郎さんにお話を伺

いました。

――文文文文楽楽楽楽のののの楽楽楽楽しみしみしみしみ方方方方をををを教教教教えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。

文楽というのは、非常にユニークな芸能で、一体につき3人で操る人形、浄瑠璃の太夫

の語り、三味線、この3つが合わさった、ミュージカルやオペラのような音楽劇です。あま

り堅苦しく考えず、人形の表情、語り、三味線の音色、どこかひとつでも魅力を見つけて

いただければうれしいですね。 

演目の『曽根崎心中』は、近松門左衛門の名作で、ずっと途絶えていたのを、昭和30年

に復活し、今の時代にあわせて短く、わかりやすくしています。どなたでも、楽しんでい

ただけると思いますよ。

――当当当当日日日日はははは、、、、吉田玉女吉田玉女吉田玉女吉田玉女さんとおさんとおさんとおさんとお二人二人二人二人でででで、、、、おおおお話話話話もももも聞聞聞聞かせていただけるとかかせていただけるとかかせていただけるとかかせていただけるとか。。。。

玉女さんの師匠の吉田玉男と私の師匠の吉田簑助はどちらも人間国宝で、『お初徳兵

衛』（曽根崎心中の主役2人）のお芝居を長年されておりました。残念ながら玉男師匠は

亡くなりましたが、大変素晴らしい舞台でしたね。 

ぼくと玉女さんは2人とも、45年前、中学2年生だったころから何度もその舞台を手伝って

きました。長年の仲間ですから、玉女さんとは非常にやりやすいんです。なんていうか、

言葉がいらないというか。そういう人がいると、お互い励みになって、頑張る意識も強く

なり、一生懸命勉強してこられました。当日は、楽しく話せるようにしたいと思います。

――役作役作役作役作りでのごりでのごりでのごりでのご苦苦苦苦労労労労はははは？？？？

役の『性根（しょうね）』とぼくらはいいますが、性根をうまくつかまないとその役になりま

せん。文楽は頭（かしら・人形の頭）にも性根があるので、頭と役柄、両方の性根をうまく

つかめるかどうか。それができていないと、見る方に伝わりません。自分自身は役者で

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

1953年3月1日生まれ、大阪府出

身。 

14歳で文楽協会人形部研究生とな

り、三世吉田簑助に師事。師匠か

ら女形の芸、父から男役の芸を学

ぶ。 

2003年、父の名跡を継いで三世桐

竹勘十郎を襲名。2008年芸術選奨

文部科学大臣賞、紫綬褒章受章。

2010年3月に日本芸術院賞受賞。



もあり、人形を操作する技術者でもあって、どちらも同じレベルでないとダメなんです。若

い時から技術を磨き、その上で、だんだんと役作りができるようになっていきます。それ

が、人形遣いの一番むつかしいところですね。

――今後今後今後今後、、、、やりたいやりたいやりたいやりたい演目演目演目演目やややや役役役役はははは？？？？

なんでもやりたいですね。好きな役、お芝居もたくさんありますし、男（立役）も女（女形）

も両方やってみたい。うちの親父（二代目桐竹勘十郎）も「両方できて人形遣いだ」「女

形遣いとか立役遣いという言い方はもともとない、人形遣いは人形遣いや」そう言ってお

りました。

――最後最後最後最後ににににメッセージメッセージメッセージメッセージをおをおをおをお願願願願いしますいしますいしますいします。。。。

日本には、こんなにおもしろい芸能があります。私たちも次の代に続けるよう頑張ります

ので、新しいお客さんにも来ていただければ。港区ではじめての曽根崎心中、ぜひ、見

にきてください。
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